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多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第２学年（４学級114名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7

種目 合気道

振り返り

剣道

　導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）　

本時の振り返り

基本所
作・動
作の確

認

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

基本動作（正面素振り、
左右面素振り、早素振り

など）
技能
テスト

対

人

練

習

対人練習（面、胴、小
手）基本動作

学

習

の

ま

と

め

学
習
の
流
れ

剣道・合気道
三島市立中郷西中学校（静岡県）
電話番号055-977-4707

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

nakanishichu@city-mishima.ed.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、合気道について、実際に体験する授業と

して機会を設け、武道指導の充実を図る。

単元終了後に実技指導者の活用における合気道の体験授業を実施した。１時間の授業と

して、実際に体験する機会を設け、基本動作から、護身術につながる内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、態度、行動、言葉使い等、指導者が自ら品格を大切

にし、子供たちが楽しい体験にできることを大切にした。また、難しい技ではなく護身に

つながる内容とした。

合気道（指導内容）

合気道の所作、座礼、立礼

基本動作

対人練習

護身術等

１ 武道推進モデル校の取組

－１－



●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 歴史講話 】 【 礼法指導 】

生徒たちは「合気道」を初めて経験しました。基本姿勢や座礼の仕方、対人練習などを

丁寧に教えて下さったおかげで楽しく活動ができたと思います。また、実際に技を掛けて

頂いた際に生徒たちの新しい気づきや発見があったように思います。

○合気道について理解が深まった ○合気道をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたい

合気道は幅広い年代の人に親しまれており、奥深い武道と言うことが分かりました。技

の掛け方にもたくさんの種類があって護身術の様に今後使えそうなものもありました。一

番大事なものは「礼」だということも理解しました。

○ ２学級合同体育でしたが、５名の先生が来校して下さりたくさんの生徒と交流、実演

して頂けたので良かった。

○ 専門的な知識や技能を実際に見て、学べる環境が良かった。

○ 初めは、武道に興味のなかった生徒がいたが、実際に経験することで興味をもったり、

楽しかったと言う感想をもったりする生徒が増えた。

○ 多様な武道種目を選択して指導していくとなると、指導できる内容（武道の種目）に

限りがあったり、生徒数分の道具確保が難しかったりする。

○ 本事業を活かした今後の授業準備、教材研究の必要性。

－２－



多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第３学年（２学級３１名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

種目 合気道柔道 柔道

準備体操、あいさつ、学習の見通し

振り返り 振り返り

学習に係る基本動作の確
認

学習に係る基本動
作の確認

受
け
身
練
習

背負い投げについ
て崩し・体さばき

の確認
固め技の学習

膝
立
ち
で
の
試
合

崩し 打ち込み 対人練習
振り
返り

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
柔
道
・
合
気
道

)

学
習
の
流
れ

合
気
道
の
講
師
に
よ
る
学
習

学
習
の
ま
と
め

柔道・合気道
伊豆市立天城中学校（静岡県）
電話番号0558-85-0075

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

a-jhs@school.city.izu.shizuoka.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、合気道について、実際に体験する授業と

して機会を設け、武道指導の充実を図る。

単元の途中に実技指導者の活用における合気道の体験授業を実施した。実際に体験する

１時間の授業として機会を設け、基本動作から、護身術につながる内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、態度、行動、言葉使い等、指導者が自ら品格を大切

にし、子供たちが楽しい体験にできることを大切にした。また、難しい業ではなく護身に

つながる内容とした。また、授業で実施していた柔道の受け身を活用した内容とした。

合気道（指導内容）

合気道の所作、座礼、立礼

基本動作

対人練習

護身術等
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●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 基本技能 】 【 礼法指導 】

生徒がみな興味津々に話で聞き入っていて、授業を終えたあとも、とても良い表情で語

り合っていた。

普段触れることのあまりない種目を経験できたことは、とても貴重な機会だった。

○合気道について理解が深まった ○合気道をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目をもっとやってみたい

力の強弱に関係なくコツを掴むと小さな力で倒せるのが楽しかった。

合気道がどんなものなのか知ることができたし、身体が小さくても使える護身術を知る

ことができてとても有意義だった。

武道の授業では３年間を通じて柔道を取り扱っている。柔道以外の武道を経験すること

で、武道を通じた考え方や逆に柔道、合気道特有の技能等にも触れることができた。

武道はどうしても対人技能を学ぶ機会が少なくなるが、合気道の専門的な指導を受ける

ことで、今後、柔道に取り入れてみたいことも見つかった。

本校は１学級２０名程度、各学年４０名以下の小規模校なので、個に応じた指導をしや

すい状況にある。そのため、安全指導や礼法などについては、目が届きやすい。一方で人

数が少ないため、対人で練習するときに体格が近い生徒が少なく、常に同じペアでの学習

になりがちである。「見る」学習では、体格差は関係ないが、お互い受・取を交代しながら

の学習では、思考の広がりが限定されてしまう面がある。

－４－



多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第１，２学年（２学級３名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5

種目 弓道

導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）

片付け

まとめ（ワークシート記入、あいさつ）

準備運動

基本体の学習

射法八節の学習

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
弓
道
）

弓道
静岡県立静岡聴覚特別支援学校（静岡県）
電話番号054-283-6441

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

shizuoka-sd@edu.pref.shizuoka.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、弓道について、実際に体験する授業とし

て機会を設け、武道指導の充実を図る。

弓道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

実技指導協力者の活用については、体育館で行い、安土については、畳を使用し、的を

つけて安全に留意して矢を的に引き離す事を大切にした。

射技については、弓道特有の基本動作を安全に注意して、取り組むために、紐を使用し

て、射法八節の一連の所作動作を身につけ離れを行った。

場の設定では、体育館の壁に畳を立て掛けて安土を作ったり、弓や矢を持ちながら移動

する際に他者との接触がないような動線を確保したりする等、安全に留意して取り組むこ

とができるようにした。

実技指導者協力者の活用については、弓道の特性や礼儀作法の講話や紐やゴム弓を使っ

た練習、かけをつけて矢を番えた練習等、弓道特有の所作や基本動作の獲得や定着を図っ

たり個や集団に合わせた段階的な指導を行ったりすることができるよう、事前事後に話し

合いをしながら連携した指導を行った。

弓道（指導内容）

(1) 準備運動(2) 本時の目標の確認(3) 弓道の基本動作・礼儀作法・安全に関する事項の

確認(4) 射法八節(5) まとめ（ワークシート記入）

－５－



●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 基本動作① 】 【 基本動作② 】

師範から弓道の基本体である「礼の仕方」「座り方」「立ち方」に必要な足の運びや呼吸

の仕方について詳しく説明があり、生徒に礼節を大切にし相手を慈しむなど、弓道を行う

上での基本的な心構えができた。師範が直接指導することで、生徒に自分自身と向き合っ

て落ち着いて行動したり、ほどよい緊張感をもって活動したりする姿が見られた。また、

示範を見せたり、実際に手足を取りながら指導くださったりしたので、生徒は正しい体の

動かし方を理解できた。

○弓道について理解が深まった ○弓道をもっとやってみたいと思う ○他の武道もやってみたい

矢をまっすぐとばすためには、射法八節を行う必要があることが分かりました。射法八

節や立ち方、座り方などの基本動作を覚えることができました。武道をやることは初めて

でしたが、礼儀を守って行うことができました。

射法八節の動作を家でも練習したので、一連の流れを覚えて弓を引くことができまし

た。矢を放つときに怖そうだなと思いましたが、講師の先生のおかげで安心して放てまし

た。初めて矢を放ちましたが、矢が的に当たったのでとても嬉しかったです。

○ 弓道の基本体である「礼の仕方」「座り方」「立ち方」に必要な足の運びや呼吸の仕方

について具体的に説明していただけたので、生徒の知識が深まった。

○ 示範をしていただいたり、実際に手や足に触れながら指導していただいたりしたの

で、生徒は正しい体の動かし方を理解することができた。

○ 師範から直接指導していただけたので、生徒に礼節を大切にし相手を慈しむなど、弓

道を行う上での基本的な心構えができた。

○ 弓道は、実践経験のある教員が少なく知識が乏しいため、指導の流れや具体的な方法

などのイメージを持つことが難しい。

○ 担当教員の入れ替わりが多いため、道具の手入れの方法を周知したり、継続した指導

をしたりすることが難しい。

○ 安全に活動できる場所を確保することが課題である。

－６－



多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第１，２，３学年（３学級２３名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7

種目 剣道 空手道

歴史、礼法

形の演武

準備運動

ミットを使って
の突き・蹴り

エアロビクス

片付け ふり返り

竹
刀
の
扱
い

と
礼
法

基本動作の確
認

立ち会い動作
の確認

防
具
の
着

装
の
学
習

立
ち
会
い
動

作
の
学
習

木
刀
の

扱
い
方

総
復
習基

本
動
作
の
学
習
（
中

段
の
構
え
、
足
捌
き
）

基本動作の
学習

（突き・蹴
り・受け、

形）

学
習
の
ま
と
め

（
実
技
テ
ス
ト
）

基本動作の学習
（上下振り、面・

小手・胴）

学
習
の
流
れ

剣道・空手道
熱海市立泉中学校（静岡県）
電話番号0465-63-2811

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

izumi-jh@i-younet.ne.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、空手道について、実際に体験する授業と

して機会を設け、武道指導の充実を図る。

剣道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

単元の途中に実技指導者の活用における空手道の体験授業を実施した。実際に体験する

１時間の授業として機会を設け、基本動作から、受けまでの内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、剣道では、事前に学校を訪問し、体育館設備、剣道

具の状況の確認をした。実際の授業では、体育担当教諭が一緒に授業を実施することで、

個別の支援を行った。

空手道では、空手道の発祥の歴史、昔から現在のオリンピックに至る経緯と進歩につい

て、地域空手道学校空手道、競技空手道の３つについてそれぞれの役割や特徴などを説明

し、実際の形演武をして見せて、その分解をした。

形を構成するところの受け、突き、蹴りについて練習し、約束組手をしたあとに実際の

組手演武を見せてから、サンドバッグやミットを使っての体験をした。最後に空手ビクス

のように音楽をかけて、受け、突き、蹴りをした。

剣道（指導内容）

礼法、竹刀の扱い、剣道具の着装、立ち会い動作

空手道（指導内容）

歴史、礼法、形、突き・蹴り・受け、エアロビクス

－７－



●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 用具の扱い 】

防具を着用し、竹刀を持って実際に打つ

という経験は子どもたちにとって大変貴重

な経験だった。また、礼法とその意味を知

ることができ、相手を敬う気持ちなど、剣

道以外に通ずる学びもあった。

【 模範演技 】

日本の伝統文化の一つである「空手道」

の動きを近くで見たり、真似して動いて

みたりする中で、生徒は楽しみながら貴

重な体験をすることができた。協力者の

先生の実技を目の前で見て、その迫力を

感じていた。

○剣道をもっとやってみたいと思う ○空手道をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたい

剣道といえば竹刀で打ち合うイメージが強かったけど、実際にやってみると、そこに至

るまでの細かい動きの決まりやポイントがあることが分かった。

初めて竹刀を持ったときは重かったけど、最後はしっかり面を打てるようになった。

空手の動きは何となく知っていたけど、初めて空手に取り組んで、一つ一つの動きの意

味がわかった。空手は両手と両足の動きがばらばらで難しかったけど、慣れてくると楽し

かった。

○ 専門的な知識をもつ協力者の先生から指導を受けたことで、生徒にとっても、経験の

ない教員にとっても、貴重な学習の機会であり、体験であった。

○ 剣道では、どのような順番で授業を進めていったらよいか、何に気をつけながら授業

を進めたらよいのかなどは、実際に指導している場面を見ないとわからない、あるい

は感じることのできないこともあるため、非常に参考になった。

○ 空手道では、短い時間だったが、日本の伝統の一つである空手道の楽しさを感じるこ

とのできる実技内容も含まれており、それらは知識のない教員では到底指導すること

のできないことなので、勉強になった。

○ 本事業を活かして、今後の体育の授業を実践する際、武道の専門的な知識を引き続き

習得する必要がある。また、体育の授業の中で実施する他の種目と違い、けがや事故

などへの配慮も重要である。

－８－



多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第２学年（１学級 １名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7 8

種目 剣道 なぎなた 剣道

礼法

なぎなたの構造

手幅・足幅・姿勢

昨
年
度
の
復
習

踏
み
込
み
足

練
習

前
回
の
復
習

前
時
の
続
き

前
回
の
復
習

総
復
習

踏
み
込
み
足

で
の
打
突構

え
・
体
裁
き

立
ち
合
い

間
合
い

剣
道
具

装
着

足さばき

剣
道
具

装
着

基
本
１
 

一
本
打
技

基
本
２　

小
手
ー
面

上下振り
面打ち

基
本
１
・
２

基
本
３　

払
い
面

基
本
１
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３

基
本
４　

引
き
胴

基
本
１
～
４

基
本
５　

面
抜
き
胴

素
振
り

踏
み
込
み
足

課
題

「
杉
原
千
畝
に
つ
い

て
」

中段から
八相の構え
左右面打ち

学
習
の
流
れ

剣道・なぎなた
熱海市立初島中学校（静岡県）
電話番号0557-67-1418

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

h-wakame@i-younet.ne.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、なぎなたについて、実際に体験する授業

として機会を設け、武道指導の充実を図る。

剣道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

単元の途中に実技指導者の活用におけるなぎなたの体験授業を実施した。実際に体験す

る１時間の授業として機会を設け、基本動作から、受けまでの内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、剣道では、まず、設備、道具の確認を行った。また、

剣道経験者の学校職員も一緒に実技指導を実施し、生徒の相手をするように配慮した。

なぎなたでは、全日本なぎなた連盟で作成されたDVDを送り、なぎなたの歴史・礼法・体

さばき・振りが解説されている部分の視聴を事前学習とした。武道における礼法やなぎな

たの特性（すね打ちや左右対称の動き）、呼吸を使った打突に重点をおいて授業を進めた。

剣道（指導内容）

・昨年度の復習（基本動作，礼儀，防具や竹刀の扱い）

・基本１ 一本打ちの技…面，小手，胴

・基本２ 連続技…小手→面 ・基本３ 払い技…払い面

・基本４ 引き技…引き胴 ・基本５ 抜き技…面抜き胴

なぎなた（指導内容）

・礼法・なぎなたの構造や手幅、足幅・姿勢、足さばき

・上下振り，面打ち、中段の構えから八相の構えへの持ち替えと左右の面打ち
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●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 対人動作 】

３年（１８時間）計画で見通しをもって

指導してくださり、かつ生徒の実態に合わ

せて立ち止まり、適宜復習を入れながら進

めてくださった。１２時間の学習量とは思

えないほどの技能を身に付けることができ

た。

【 模範演技 】

なぎなたの長さに戸惑い、初めは姿勢

が固まらず生徒も苦戦していたが，的確

につまずきポイントを指摘してくださる

とともに，できるまで丁寧に教えていた

だいたおかげで、短時間で基本が身につ

いた。また大いになぎなたに興味をもっ

ていた。

○剣道をもっとやってみたいと思う ○なぎなたをもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたいと思う

剣道では、今年から足を使って、連続技や払い技、引き技、抜き技を学習しました。練

習ではすり足からの基本打ち込みをしましたが、連続技では動きの順序や足の運びを覚え

ることが難しかったです。

なぎなたでは、思ったよりもなぎなたが重くてふりあげることが大変だった。先生方が

なぎなたをふるう模範指導の姿がとてもステキでかっこよく、もし機会があればもう一度

やってみたいと思いました。

○剣道では、長年本校に指導に来てくださっている先生ということもあり、島の環境や生

徒の実態をよくわかってくださっていて、生徒のペースに合わせて丁寧に指導くださっ

たことで、乾いたスポンジのようにみるみる技能を吸収していった。また、指導者側の

視点として、安全面の留意事項をいろいろと教えていただき大変参考になった。

○なぎなたでは、生徒はもちろん、教師も初体験で大変興味深く、なぎなたの奥深さを知

ることができた。２時間というわずかな時間で２つの打ち方、２つの構え方を習得でき

たのも２名の先生方が上手に具体的に良いところをほめてくださったとことで、生徒の

意欲が高まったからだと思う。

○ 実技指導者派遣では、時間を気にしてくださり、大幅に時間をこえることはなかった。
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多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第１，２学年（４学級 101名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

種目 相撲 合気道

導入

振り返り

柔道

　導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）　

準備運動

　整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ）

基本所
作・動
作の確

認準備運動、基本動作と受け身の練習
礼
法

指
導

基本動作の
学習

固め技の
学習

投げ技の学習

実
技
体
験

対

人

練

習

受け身の学
習

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

学習
のま
とめ

柔道・相撲・合気道
湖西市立湖西中学校（静岡県）
電話番号053-578-0033

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

kosaijh@city.kosai-szo.ed.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、相撲・合気道について、実際に体験する

授業として機会を設け、武道指導の充実を図る。

柔道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

単元の途中に実技指導者の活用における相撲及び合気道の体験授業を実施した。実際に

体験する１時間の授業として機会を設け、相撲では、歴史・基本・禁手を実施し、合気道

では、基本動作から、護身術につながる内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、柔道では、礼法、受け身、寝技（袈裟固め、横四方

固め）、立ち技（膝車、大腰）を実施した。受け身の指導を丁寧に行った。特に横受け身を

重視し前回り受け身につなげるようにした。短時間ではあるが、寝技で試合の要素を取り

入れて指導を行った。事故防止には、立ち技で投げた時、引き手を離さないことが重要な

ため、そのことを意識させるため、膝車から袈裟固めへの連絡変化の動きを取り入れた。

寝技から立ち技へのつなぎとして、受けが立膝の状態で膝に足を当てて転がし、そのまま

袈裟固めに連絡変化するよう指導した。

相撲では、50分授業の中で、相撲をどう理解し、体験してもらうかと考え、まず、相撲

の歴史、基本、禁手、世界での状況などを話し、実技に移った。

合気道は、態度、行動、言葉使い等、指導者が自ら品格を大切にし、子供たちが楽しい

体験にできることを大切にした。また、難しい技ではなく護身につながる内容とした。
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●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 受け身指導 】

動きの説明やポイントの紹介など、わか

りやすい表現で伝えられていて、例年より

も子どもたちの理解のスピードが速いよう

に感じた。

【 基本技能の練習 】

子どもたちは、痛みを伴う技などもあ

ったが楽しそうに取り組んでいた。なか

なか触れることができない種目なので、

とても良い経験となった。

○柔道をもっとやってみたいと思う ○合気道をもっとやってみたいと思う

○相撲をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたい

柔道では、去年と大きく違い、寝技や立ち技がありました。受け身では、先生がわかり

やすく、去年より細かく教えてくれました。普段の部活では、あまり教えられてないこと

もあり、新たにやり方がわかりました。

相撲では、下半身の強さが大事なところや、普段の練習でやるすり足を使うなど柔道と

似ているところもあって面白かったです。また、ただ相手を勢い任せに押すだけではなく、

相手のどこを押すと簡単に押せるのかも必要で他の人がやっているのを見ながら考える

のも面白かったです。

合気道では、手の位置や足のひき方が決まっていて、それを相手と協力してやらなけれ

ばいけないのが柔道とは違って難しかったです。相手の動きが少し変わるだけで、動きの

パターンが変わるのが面白いと思いました。

○ 柔道の動きに繋がる補強運動や、自分では教えきれない専門的なポイントの指導をし

て下さり、今後の授業の参考になった。特に、固め技を解くために相手の力をどのよう

に利用したら良いかや、立ち技での教え方など今後に生かしていきたい。

○ 子どもたちも、初めて体験する相撲に興味をもち、前向きに取り組んでいた。このよ

うな機会がなければ、体験できないので、指導者自身も礼法など勉強になることがとて

も多かった。

○ 初めての体験で、痛みを伴う技もあったが子どもたちは楽しそうで、熱心に説明を聞

いたり、技の練習をしたりしていた。合気道ならではの動きや所作、他の武道と共通す

るところなど武道について学ぶことができた。これは、合気道だけでなく他の武道の指

導の時に有効活用できると思った。

○ 柔道経験者が少なく、柔道部がいない学年やクラスがあったりすると、受け身は一人

で師範できるが、寝技や立ち技になると生徒を使わなければいけないのでやりにく

い。生徒同士での見本やこちらが掛けても、身体接触が発生してしまう。
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多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第１，２学年（２学級 66名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

種目 銃剣道剣道 剣道

　導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）　

準備運動

基本動作の学習

素振りの学習

基本打突の学習 基本打突の学習
着
装
の
学
習

剣道体験
基本打突の学習

打たせ方の学習 応じ技の学習

学
習
の
流
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
銃
剣
道
・
剣
道

)

礼
法

剣道・銃剣道
湖西市立白須賀中学校（静岡県）
電話番号053-579-0016

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

shirajh@city.kosai-szo.ed.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、銃剣道について、実際に体験する授業と

して機会を設け、武道指導の充実を図る。

剣道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

単元の途中に実技指導者の活用における銃剣道の体験授業を実施した。実際に体験する

１時間の授業として機会を設け、全般の説明、展示及び礼法・構え・突きなどの実技を実

施した。

実技指導協力者の活用については、剣道では、礼法、基本動作など、剣道特有の動作が

できるように、繰り返し指導を依頼した。また、担当教員にも剣道の知識を高めるために、

資料を持参し、進め方の協議を行った。寒い時期の実施のため、動きのある練習を中心に

進めた。

銃剣道では、銃剣道に対する興味をもってもらうために、複数人で楽しめる内容や達成

感を味わわせる内容を取り入れた。また、礼法の指導や道具の扱い方など、安全面に配慮

した内容にも取り組んだ。
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●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 構えの姿勢 】

講師の先生が一方的に指導する場面だけ

ではなく、2人組や小集団の学習形態の中

で、仲間の動きと比較したり、気づいたこ

とを教え合ったりする場面を設定してもら

ったため、学習の定着を図ることができた。

【 突きの練習 】

説明から体験、最後に演武を見るなど、

本時の授業の流れが分かりやすく、少な

い時間の中で銃剣道の特性を理解するこ

とができた。

○剣道をもっとやってみたいと思う ○銃剣道をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたい

○剣道では、今までやったことがない競技だったが、講師の先生に丁寧に教えてもらえた

ので、足の動かし方や、打ち方などを理解することができた。

○銃剣道をやってみて、剣道と違うところが多いと思いました。木銃も竹刀と比べて重く

動かしづらかった。突くときの足の動きなど基本動作は剣道と似ていたため、スムーズ

に理解できました。攻めはシンプルに突くだけなので、剣道よりわかりやすかった。

○ 保健体育が苦手な生徒も、講師の先生に教えてもらえることで、理解が深まり主体的

に学ぼうとする姿が見られて良かった。また、講師の先生が一方的に指導する場面だ

けではなく、２人組や小集団の学習形態の中で、仲間の動きと比較したり、気づいた

ことを教え合ったりする場面を設定してもらったため、学習の定着を図ることができ

た。また、学習形態の工夫は、思考・判断・表現の評価にもつなげることができた。

○ 安全面の配慮があったため、生徒が積極的に銃剣道を体験したり、学ぼうとしたりす

ることができた。説明から体験、最後に演武を見るなど、本時の授業の流れが分かり

やすく、少ない時間の中で銃剣道の特性を理解することができた。また、剣道と銃剣

道など、複数の武道の運動種目を選択し履修することで、生徒が武道の伝統的な考え

方を多面的に知り、理解を深めることにつながった。

○ 安全面に対して指導不足になってしまい、怪我等が発生する確率が上がってしまうこ

とが課題であるが、実技指導者を利用することで解消された。

○ 本事業を活かして、技能と思考・判断・表現を適切に評価する授業をつくること。
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多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化

武道推進モデル校 研究報告

●実践研究のねらい

●多様な武道の指導モデル 第２学年（４学級１３８名）

●指導の工夫

1 2 3 4 5 6 7

種目 少林寺拳法

導入（ 歴史）

準備運動

柔道

導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）

準備運動、基本動作と受け身の練習

　整理（整理運動、本時の振り返り、次時の連絡、あいさつ）

固
め
技
の
学
習

投げ技の学習

学
習
の
ま
と
め

基本諸法

基
本
技

学
習
の
流
れ

受
け
身
の
学
習

柔道・少林寺拳法
湖西市立新居中学校（静岡県）
電話番号053-594-0004

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

araijh@city.kosai-szo.ed.jp

○ 実技指導協力者の派遣により、専門的な技術指導や段階的な指導を経験することによ

り、日本固有の伝統・文化への興味・関心を高める。

○ 特色ある武道指導の実践を進める趣旨から、少林寺拳法について、実際に体験する授

業として機会を設け、武道指導の充実を図る。

柔道の実技指導協力者が保健体育の授業における実技指導を補完することにより、授業

の充実を図った。

単元の最後に実技指導者の活用における少林寺拳法の体験授業を実施した。実際に体験

する１時間の授業として機会を設け、基本動作から、受けまでの内容を実施した。

実技指導協力者の活用については、柔道では、受け身、寝技（袈裟固め）、立ち技（膝車、

大腰）を実施した。膝車及び大腰からの連絡変化への発展技も指導し、系統的な指導内容

を考えた。

少林寺拳法では、短時間で基本を覚えてもらえるように、動きのコツ・ポイントを端的

に説明した。先ず、講師が本来の速さで模範演武を見せ、技のスピードと迫力を感じ取っ

てもらい少林寺拳法の魅力を知ってもらう。その後、未経験の生徒には安全第一を心掛け

た。

柔道（指導内容）

・受け身（後ろ受け身・横受け身・前回り受け身）、固め技（袈裟固）

・投げ技（膝車・支釣込足・大腰）、投げ技から固め技の連絡

少林寺拳法（指導内容）

・少林寺拳法の歴史について、

・基本諸法（結手立、合掌礼、突き、蹴り）、基本技（内受突、小手抜、逆小手）
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●授業の様子

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など

●成果

●課題

【 柔道指導 】

受け身や投げ技の細かいポイントを指導

していただき、数回行っただけで基本的な

形を習得できた生徒が多かった。見本を見

せていただいたことで、生徒が技の具体的

イメージをもって安全に練習することがで

きていた。
【 模範演技 】

初めて体験する生徒ばかりだったが、

講師の先生に技の攻防を見せていただ

き、興味をもって意欲的に取り組んでい

た。お互いに、相手を尊重し教え合った

り、様子を気にしたりしながら活動する

姿が見られた。

○柔道をもっとやってみたいと思う ○少林寺拳法をもっとやってみたいと思う ○他の武道種目もやってみたい

わかりやすく丁寧に指導してくれたので、ペアでの活動で何度か成功することができ

た。２つの技を教えてもらったが、もっといろいろな技に挑戦してみたいと思った。

初めて少林寺拳法をやったが、体の使い方一つで簡単に腕を振りほどいたり、素早く攻

撃できたりすることに驚いた。

初めてで難しかったけれど、もっとやってみたいと思った。

○ 柔道では、一番基礎的な技能である受け身から、丁寧に指導していただいた。寝技や

投げ技等の技指導においても、ポイントを細かく指導した上で、実際に見本を見せて

くれたことにより、生徒がイメージを掴みやすかった。また、活動も楽しんで盛り上

がっていた。今後の指導において、参考にしたい指導内容を得ることができたり、デ

モンストレーションの大切さを学んだりすることができた。

○ 少林寺拳法では、多くの生徒が触れたことのない種目に触れて、武道の多様さを子ど

もたちが知ることができた。他の武道との違いや成り立ちについて、生徒が興味津々

に話を聞いていた。また、武道の共通理念である、相手がいないと成り立たないとい

う、リスペクトの精神も学ぶことができたのではないかと思う。

○ 柔道経験者がいない集団では、実際に技をかけてポイントを説明することが難しいこ

とがある。

○ 今後、継続して多様な武道種目を実践していく場合に、用具の不足が考えられる。
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２ 子供の体力向上推進校の取組
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［子供の体力向上推進校における意識調査の結果］

○実施前 ○実施後

一生懸命やってみたいと思う 一生懸命やることができた

運動について興味がある 興味が高まった
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○実施前 ○実施後

楽しみだ 楽しく取り組めた

自分の体力を高めたい 今後も自分の体力を高めていきたい

体育の授業で精一杯動いている

体育の授業はやる気が出る

運動・スポーツが好きだ
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３ アイデア表彰（体力アップコンテストアイデア勝負部門）優秀賞の紹介

（１）学校名・団体名 【 浜松市立積志小学校 】

＊学校情報 ･･･ 全校児童生徒数（８４３）人、全学級数（２９）クラス

タイトル つみしっ子！運動大好き週間！

目的・

ねらい

児童が運動に親しむ機会を作ることを通して、自らの体力の現状を見つ

め、体力の向上を目指そうとする態度を養う。

実施対象

（学年・人数）

全校児童

１年 １５８人 ２年 １４４人 ３年 １２５人

４年 １３４人 ５年 １３５人 ６年 １３４人 発達 １３人

計 ８４３人

実施した場面 朝の自由時間及び昼休み

取組内容

特徴

工夫した点

等

【運動大好き週間 その１】

１ ねらい 運動に親しむ機会を増やす。

２ 実施時期 ５月１６日（月）～５月２７日（金）

３ 内容 外遊び大好きビンゴ、スローアップ体操

４ 実施方法

○ 外遊び大好きビンゴ

誰もが取り組むことのできる外遊びの内容を記載したビンゴカー

ドを作成し、児童が気軽に挑戦できるようにした。ビンゴになった児

童を昼の放送で紹介した。

○ スローアップ体操

昼休みに浜松市小学校体育連合が作成した投力向上をねらいとし

た体操に取り組んだ。７年間継続して取り組んでいる。

５ 工夫した点

・ 「外遊び大好きビンゴ」は、運動委員会の児童が、１年生からでも

取り組める簡単な遊びや目標回数が設定された遊び（例：フラフープ

回し２０回）などを取り入れ、誰もが運動に親しめるようにした。

【運動大好き週間 その２】

１ ねらい 多様な運動に親しむ機会を増やす。

２ 実施時期 ７月５日（火）～７月１５日（金）

３ 内容 外遊びスタンプラリー

４ 実施方法

○ 外遊びスタンプラリー

外遊びの内容を記載したスタンプラリーのカードを作成し、児童

が自発的に挑戦できるようにした。挑戦した遊びの数によってシール
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（金賞、銀賞、銅賞）を配付した。

５ 工夫した点

・ 児童の運動への興味を高めるために、「先生のおすすめする遊び」

や「運動委員会が考えたオリジナルの遊び」を紹介し、今まであまり

やったことのない遊びに取り組めるようにした。

・ 多くの児童が取り組みやすいように、紹介する遊びの種類を「個人

でできる遊び」、「少人数でできる遊び」、「学級でできる遊び」に分類

して紹介した。

【運動大好き週間 その３】

１ ねらい 積志小の児童の体力の向上（跳躍力、俊敏性）を目指し、

自らの体力を高めようとする態度を育てる。

２ 実施時期 ９月１２日（月）～９月２６日（月）

３ 内容 川跳びゾーン、立ち幅跳び練習ゾーン、

反復横跳び練習ゾーン、カニカニアップ体操

４ 実施方法

○ 川跳びゾーン

運動場への入り口に川跳びの場を設置し、外に遊びに行く児童が跳

び越えるようにした。

○ 立ち幅跳び練習ゾーン

砂場に立ち幅跳びの目安となるラインをゴムひもで設置した。

○ 反復横跳び練習ゾーン

反復横跳びの場を設け、プログラムタイマーを使用し、反復横跳び

の練習をいつでも行えるようにした。

○ カニカニアップ体操

反復横跳びのポイントを次の３点と捉えた。

①頭の位置が変わらないようにする。

②重心を下げる。

③線を踏むときに足が外を向きすぎないようにする。

上記の３点の感覚を養うことができるように、横ジャンプやステッ

プを取りれた体操を考え、音楽に合わせて行った。

５ 工夫した点

・ それぞれの場について、１年生から６年生が、行い方やポイント

が分かるように、拡大した掲示物を昇降口に掲示した。

・ 川跳びの場ゾーンでは、個々の技能に合わせて跳び越えることがで

きるよう川跳びの幅を工夫した。

・ 立ち幅跳びゾーンでは、どのレベルの児童も自分の目標を意識して

練習を行うことができるように、目安ラインは２０㎝間隔で設置し

た。

【運動大好き週間 その４】

１ ねらい マラソン、なわとび、ウォーキングなど自分の目標に合っ

た運動に挑戦することを通して、自らの体力をのばす。
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２ 実施時期 １１月２１日（月）～１２月２３日（金）

３ 内容 体力アップカード

４ 実施方法

○ 体力アップカードの実施
朝や昼休みに自主的にマラソンやウォーキング、なわとびに取り組
んだ児童は、カードに色を塗る。１００周達成者を、放送で紹介する。

５ 工夫した点

・ 東京オリンピック競歩で銀メダルを獲得した池田向希選手（積志小

学校の卒業生）を招へいし、講話及び競歩の指導を受けた。そこで学

んだことを生かせるような時期や内容にした。

・ 誰でも自分に合った方法で体力づくりに取り組めるように、マラソ

ンだけでなく、ウォーキングやなわとびも選択できるようにした。

子供の様子
・ ビンゴカードやスタンプラリーがあることで、外に出て遊ぶ児童が大

幅に増えた。また、初めて行う遊びにも楽しそうに取り組んでいた。

・ スローアップ体操やカニカニアップ体操などの音楽に合わせて踊る

体操は、低・中学年を中心にとても人気だった。また、運動委員会や高

学年の運動が得意な児童が手本となって体操を率先して行った

ため、下級生の良い手本となった。児童からは「もっと長くやりたい。」

「明日もやるよね。」などの前向きな声が聞かれ、運動するきっかけづ

くりとなった。

・ 学年の垣根を超え、上級生と下級生が一緒に遊ぶ姿も多く見られた。

・ 新体力テストの時期に合わせて、立ち幅跳びの練習ゾーンと反復横跳

びの練習ゾーンを設定したことで、友達と競い合いながら、自己の課題

克服や目標達成に向かって意欲的に取り組んでいた。

・ 自分の体力に合わせてマラソン、ウォーキングを選択できるようにし

たことで、前向きに取り組む児童が多かった。

【ケンケンパを楽しむ様子】 【ビンゴカードの提出の様子】

【スローアップ体操の様子】 【学年混ざって遊ぶ様子】

－31－



【立ち幅跳びを行う様子】 【反復横跳びを友達と競い合う様子】

【池田選手から競歩を教わる様子】【体力アップカードに取り組む様子】

おすすめ

ポイント

・ １年間を見通した計画的かつ段階的な活動であること

・ 運動委員会の児童が計画、準備、進行などを行い、児童主体の活動

であること

・ 職員間で活動のねらいや内容を共通理解した上で、活動を進めている

こと

今後の予定
・ なわとびカードを使用した「なわとび検定」行う。自ら目標を立て、

その達成に向けて取り組むことで、意欲的に体力の向上を目指す態度を

育成したい。
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（２）学校名・団体名 【 富士市立大淵第一小学校 】

＊学校情報 ･･･ 全校児童生徒数（ ５４９ ）人、全学級数（ ２２ ）クラス

タイトル ふっちー体操

目的・

ねらい

目的

・けがのない学校生活が送れるように、バランス感覚と体幹を鍛える。

ねらい

・大淵地区の子どもは、体を動かすことや外で遊ぶことが好きです。しか

し、コロナの影響で外に出て活動する機会が減っています。そのため子

どもたちは、運動したい気持ちはあるものの、体の使い方が上手ではな

いためけがをすることが多いと感じます。そこで、けがのない学校生活

を送るために、バランス感覚と体幹を鍛えられるように大淵第一小学校

独自の体操を全校で取り組むことにしました。

実施対象

（学年・人数）

全校児童

実施した場面
・体育の授業が始まる前の準備運動

・運動会での準備運動

取組内容

特徴

工夫した点

等

授業開始前のふっちー体操を毎回徹底しています。筋肉を伸ばす事で、

主にバランス感覚と体幹を鍛える目的とした運動です。

毎回同じ運動をすることで、「前はできことが、できなくなっている」と

いう体調の変化に気が付くことができ、その変化によって、「ちょっと足

が上がりにくいから、走るときに気を付けよう」というふうに、体の使い

方を意識することにつながります。また、この体操によって硬くなってい

る筋肉をほぐす事は、けがを予防し、次に続く運動の効果を高めると考え

ています。

子どもにとってはふっちー体操の実践が、運動の習慣づけや集団行動の

練習、規則正しい生活習慣の実践や身体についての知識獲得などのきっか

けとなるとも考えています。

さらに、ふっちー体操を覚えるための手立てとして、音楽のＣＤ、映像

のＤＶＤ、体操の流れをプリントで用意したことで、視覚的に覚えること

ができました。

子供の様子
・通常の準備体操と違い、楽しんで行うことができています。

・体育の授業が始まる前に、自分たちでＣＤデッキの準備を行うなど進ん

で取り組む様子が見られます。

・ＢＧＭが洋楽ということもあり、覚えにくいところもありますが、音楽

のリズムに乗り、意欲的に行っています。

子どもの感想

・はじめのころは恥ずかしかったけど、今は楽しい。
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・元気よく踊れるから楽しい。

・繰り返すところもあるので覚えやすかった。

・1 曲踊るので長く感じる。

おすすめ

ポイント

・ただの運動というだけでなく、見ている人も体を動かしたくなるような

体操です。

・静(止まるとこと)と動(動くところ)がはっきりしています。

・体が温まり、次の活動に移りやすいです。

今後の予定
・継続して取り組んでいきます。
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４ チャレンジシート（体力アップコンテスト個人の部）の紹介

令和４年度スポーツ庁委託事業 令和の日本型学校体育構築支援事業
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令和４年度スポーツ庁委託事業 令和の日本型学校体育構築支援事業
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５ 新体力テスト指導ポイントシートの紹介

令和４年度スポーツ庁委託事業 令和の日本型学校体育構築支援事業
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